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小
・
中
学
校
に
通
う
児
童
・
生
徒

の
保
護
者
を
対
象
に
、
一
定
の
条
件

を
満
た
す
場
合
は
、
就
学
援
助
費
と

し
て
学
用
品
費
、修
学
旅
行
費
な
ど
、

就
学
に
関
す
る
費
用
の
一
部
を
援
助

し
て
い
ま
す
。

■
支
給
対
象
者
（
次
の
①
②
の
両
方

に
該
当
す
る
方
）

①
令
和
７
年
度
に
あ
き
る
野
市
に
住

所
が
あ
る
、
ま
た
は
あ
き
る
野
市

立
小
・
中
学
校
に
在
学
す
る
児
童
・

生
徒
の
保
護
者
で
あ
る
こ
と
。

②
令
和
７
年
度
に
就
学
援
助
を
申
請

し
、
審
査
の
結
果
認
定
と
な
る
児

童
・
生
徒
の
保
護
者
で
あ
る
こ
と
。

※
対
象
に
な
る
か
迷
わ
れ
て
い
る
場

合
は
、
申
請
す
る
こ
と
を
お
勧
め

　

高
等
学
校
、
高
等
専
門
学
校
、
専

修
学
校
や
大
学
に
在
学
し
、
成
績
優

秀
で
あ
る
が
経
済
的
理
由
に
よ
り
修

学
が
困
難
な
方
に
、
修
学
上
必
要
な

資
金
の
貸
付
け
を
し
ま
す
。

■
貸
付
対
象
者
（
次
の
①
か
ら
③
の

全
て
に
該
当
す
る
方
）

①
市
内
に
引
き
続
き
１
年
以
上
住
所

　

が
あ
る
方
の
子
弟
で
あ
る
こ
と

②
育
英
資
金
か
、
同
種
の
学
資
金
を

　

他
か
ら
借
り
受
け
て
い
な
い
こ
と

　

今
年
度
も
通
学
路
巡
回
と
学
校
安

全
に
関
わ
る
方
へ
の
指
導
を
目
的
に

３
人
の
警
察
官
Ｏ
Ｂ
の
方
を
ス
ク
ー

ル
ガ
ー
ド
・
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
委
嘱

し
て
い
ま
す
。

　

今
ま
で
培
っ
た
経
験
を
生
か
し
、

通
学
路
の
安
全
対
策
が
必
要
と
思
わ

れ
る
箇
所
を
確
認
し
、
定
期
的
に
学

校
及
び
教
育
委
員
会
と
情
報
共
有
を

図
っ
て
い
ま
す
。
学
校
内
の
設
備
に

お
い
て
も
遊
具
や
フ
ェ
ン
ス
に
腐
食

な
ど
が
な
い
か
安
全
を
確
認
し
、
問

題
が
あ
れ
ば
情
報
共
有
を
図
っ
て
い

ま
す
。

　

登
下
校
の
見
守
り
活
動
時
は
、
子

ど
も
た
ち
に
対
し
て
、
交
通
安
全
へ

の
注
意
喚
起
を
促
す
呼
び
掛
け
を
行

う
な
ど
、
子
ど
も
た
ち
が
元
気
に
安

心
し
て
登
下
校
が
で
き
る
よ
う
な
環

境
づ
く
り
に
貢
献
し
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
・
リ
ー

ダ
ー
の
委
嘱
の
ほ
か
、
教
育
委
員
会

で
は
、
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
、
市
内
道

路
合
同
安
全
点
検
、
通
学
路
見
守
り

用
の
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
な
ど
地
域

の
協
力
や
市
の
関
係
部
署
、
警
察
と

連
携
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

あ
き
る
野
市
立
秋
多
中
学
校
で
は

３
月
に
３
年
生
を
対
象
に
歯
科
講
話

を
行
い
ま
し
た
。
当
日
は
、
学
校
歯

科
医
の
麻
沼
惠
先
生
を
講
師
と
し
て

迎
え
、
４
月
か
ら
の
新
生
活
を
控
え

る
３
年
生
に
虫
歯
や
歯
周
病
に
関
す

る
知
識
や
正
し
い
生
活
習
慣
に
よ
る

虫
歯
予
防
に
つ
い
て
講
演
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
講
話
の
後
に
は
、
歯

科
健
診
で
永
久
歯
が
全
て
健
全
歯
の

生
徒
（
虫
歯
が
確
認
で
き
な
か
っ
た

生
徒
）
に
表
彰
を
行
い
、
虫
歯
予
防

へ
の
啓
発
を
行
い
ま
し
た
。
生
徒
か

ら
は
、「
虫
歯
予
防
の
た
め
に
、
規
則

正
し
い
生
活
習
慣
を
心
掛
け
た
い
。」

な
ど
、
日
々
の
セ
ル
フ
ケ
ア
の
重
要

性
に
つ
い
て
の
感
想
が
多
く
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。
今
回
の
歯
科
講
話
で
は
、

令
和
７
年
度

ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
・ 

 

リ
ー
ダ
ー

柴田　健次さん
増戸小学校・五日市小学校
（戸倉地区及び小宮地区を含む）

麻沼歯科医院・麻沼惠先生

（西多摩歯科医師会会長）

菅　哲夫さん
多西小学校・屋城小学校
草花小学校・前田小学校

川島　督司さん
東秋留小学校・西秋留小学校
南秋留小学校・一の谷小学校

【スクールガード ・ リーダー紹介】

歯科講話
～新生活に向けた歯磨き習慣～

正
し
い
生
活
習
慣
に
よ
る
歯
の
ケ
ア

を
通
じ
て
、
新
し
い
環
境
で
活
躍
を

期
待
す
る
３
年
生
の
健
康
の
土
台
づ

く
り
を
行
う
こ
と
を
生
徒
に
学
ん
で

も
ら
う
機
会
に
な
り
ま
し
た
。

　

伝
統
・
文
化
の
継
承
活
動
、
地
域

に
お
け
る
個
人
及
び
団
体
の
活
動
が

認
め
ら
れ
、
令
和
６
年
度
東
京
都
教

育
委
員
会
児
童
・
生
徒
等
表
彰
を
受

賞
し
ま
し
た
。

　

麻
沼
先
生
か
ら
伺
っ
た
正
し
い
ブ

ラ
ッ
シ
ン
グ
の
方
法
を
紹
介
し
ま

す
。
日
々
の
セ
ル
フ
ケ
ア
で
虫
歯
を

予
防
し
、
健
康
な
体
を
維
持
し
ま

し
ょ
う
。

①
複
数
の
歯
を
一
度
に
ブ
ラ
ッ
シ
ン

グ
す
る
の
で
は
な
く
、
１
本
ず
つ

意
識
し
て
丁
寧
に
磨
く
。

②
歯
の
付
け
根
、
噛
む
面
、
歯
と
歯

の
間
を
丁
寧
に
磨
く
。

③
フ
ロ
ス
を
使
っ
て
歯
と
歯
の
間
を

清
潔
に
保
つ
。

正
し
い
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
の
方
法

令
和
６
年
度

令
和
６
年
度

東
京
都
教
育
委
員
会

東
京
都
教
育
委
員
会

児
童
・
生
徒
等
表
彰

児
童
・
生
徒
等
表
彰

令
和
７
年
度
就
学
援
助
費
の

申
請
を
受
け
付
け
て
い
ま
す

育
英
資
金
制
度

氏名等 該当理由

五日市中学校

伝統芸能部

郷土芸能であるお囃子の稽古に継続的に

取り組み、校内の発表会や地域の祭礼や

イベント等にて演奏を披露し、郷土芸能

の継承や地域貢献に尽力

申
請
方
法
な
ど
の

詳
細
は
こ
ち
ら

し
て
い
ま
す
。

■
支
給
時
期

・ 

１
学
期
分

 

令
和
７
年
９
月
30
日
（
火
）

・ 

２
学
期
分

 

令
和
８
年
１
月
30
日
（
金
）

・ 

３
学
期
分

 

令
和
８
年
３
月
31
日
（
火
）

③
次
の
条
件
（
全
て
）
に
該
当
す
る

連
帯
保
証
人
を
２
人
た
て
ら
れ
る

こ
と

・ 

市
内
に
引
き
続
き
１
年
以
上
住
所

　

が
あ
る
こ
と

・ 

一
定
の
職
業
を
持
っ
て
い
る
か
、

独
立
の
生
計
を
営
ん
で
い
る
こ
と

・ 

こ
の
育
英
資
金
に
つ
い
て
、
他
の

方
の
保
証
人
に
な
っ
て
い
な
い
こ

と
■
貸
付
金
額
（
月
額
）

①
高
等
学
校
、
高
等
専
門
学
校
、
専

　

修
学
校
高
等
課
程

　

１
万
５
千
円
以
内

②
大
学
、
専
修
学
校
専
門
課
程

　

３
万
５
千
円
以
内

■
償
還
期
間
な
ど

　

貸
付
期
間
が
終
了
し
た
月
の
翌
月

か
ら
10
年
以
内
に
年
賦
ま
た
は
月

賦
等
で
償
還
（
無
利
子
）

■
提
出
・
問
合
せ

　

教
育
総
務
係
（
内
線
２
９
１
３
）

あきる野歴史クイズの答え ・解説
（クイズは８ページへ）

Ｑ１．答え：前田耕地遺跡

　近年の炭素年代測定の研究で、それらは１万５５００

年 前 の も の で あ る こ と が 分 か り ま し た。 今 か ら、

１万５５００年前の縄文時代草創期の住
じゅう

居
きょ

址
し

２棟ととも

に、石器作りの場と考えられる石器集中部が６か所発見

され、河原に豊富にある良質のチャートなどを石材とし

た２２４６点に及ぶ石槍とその未完成品、５０万点を超

える数の剥
はく

片
へん

が出土しました。さらに、サケ科魚類の歯

７０００点とともに、クマなどの哺乳類の骨が発見され、

日本列島における最古の河
か

川
せん

漁
ぎょ

撈
ろう

活
かつ

動
どう

を示す考古資料と

なっています。平成２年（１９９０年）６月２９日に出土遺

物が、一括で国の重要文化財に指定され、多摩市にある

東京都埋蔵文化財センターに保存収蔵されています。

Ｑ２．答え：筏（いかだ）

　土場で筏を組み、筏の上荷として炭や、杉皮などを積

んで、秋川、多摩川を下り、六郷（現在の大田区）まで

運んでいました。

Ｑ３．答え：伊奈石（いないし）

　凝灰質砂岩で、横沢入り天竺山で多く切り出されまし

た。石臼や石塔、墓石などに利用されていました。

Ｑ４．答え：大正１４年（１９２５年）

　４月に、武蔵五日市駅ー拝島間駅の運行が始まりまし

た。五日市鉄道の大きな目的の一つは、日の出町大久

野から産出される石灰岩を運搬するためでした。今年

（２０２５年）は、五日市鉄道開通１００年になりますね。


